
籟
胃
８
｛
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て

北

野
　
　
正

一
、

二
、

三
、

・
四
、

五
、

は
じ
め
に

｝
彗
ｄ
｛
の
議
諭
の
概
要

貯
著
率
に
よ
る
調
整
可
能
性

資
本
廃
棄
（
ｏ
ｏ
Ｒ
昌
）
に
よ
る
調
整
可
能
性

小
　
結

は
じ
め

に

　
玩
在
、
日
本
を
始
め
先
進
資
本
主
義
国
で
は
一
様
に
、
従
来
続
い
て
き
た
相
対
的
に
高
い
成
長
経
路
を
支
え
て
き
た
諸
条
件
が
崩

れ
、
す
な
わ
ち
成
長
軌
道
が
変
化
し
、
新
し
い
制
約
、
諸
条
件
に
適
合
的
に
毘
実
経
済
が
移
行
す
る
と
す
れ
ぱ
そ
の
経
済
像
は
如
何
、

又
移
行
の
た
め
の
実
現
条
件
は
如
何
、
と
い
う
課
題
が
政
策
的
に
、
従
っ
て
理
論
的
に
重
要
と
な
り
、
　
「
安
定
成
長
備
」
讐
様
々
に

議
論
さ
１
れ
て
き
て
い
み
。
　
　
　
　
　
．

　
こ
の
課
題
を
直
接
に
扱
っ
た
数
少
な
い
理
論
体
系
と
し
て
｝
胃
さ
｛
の
自
然
成
長
率
ら
と
保
障
成
長
率
軋
と
の
不
一
致
に
帰

因
す
る
長
期
不
安
定
性
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
目
四
冒
ａ
の
提
示
し
た
長
期
不
安
定
性
の
間
題
を
、
貯
蓄
率
と

　
　
　
｝
凹
冒
＆
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
六
九
九
）

」
一
ソ



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

資
本
廃
棄
と
に
よ
る
調
整
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
論
ず
る
。

二
　
葭
賢
８
｛

の
議
論
。
の
概
要

六
六
（
七
〇
〇
）

　
本
項
で
は
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
問
題
に
関
す
る
隈
り
で
の
雷
彗
３
｛
〔
１
〕
、
〔
２
〕
の
議
論
を
、
後
の
議
論
に
便
利
な
よ
う
に

多
少
の
補
足
、
補
正
を
加
え
て
簡
潔
に
示
す
。

　
第
一
に
短
期
不
安
定
性
（
景
気
循
環
）
に
関
す
る
問
題
。
そ
の
出
発
点
は
杜
会
全
体
と
し
て
の
需
給
一
致
条
件
で
あ
り
、

　
　
　
　
Ｈ
１
Ｉ
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｈ
一

変
彩
す
る
と

　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
、
　
　
　
」
、
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
ミ
ー
１
吻
ミ
・
　
、
１
１
吻
＼
ミ

　
　
　
　
０
１
１
吻
＼
〇
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

と
な
る
。
の
は
需
給
一
致
条
件
を
、
投
資
の
生
産
力
効
果
を
考
慮
し
て
今
期
と
次
期
と
の
間
の
成
長
率
表
示
と
し
て
「
動
学
化
」
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
動
態
に
お
げ
る
資
本
家
的
な
均
衡
状
態
と
は
、
需
給
一
致
条
件
の
に
お
い
て
、
現
実
貯
蓄
率
Ｓ
が
各
主
体
の
満

足
す
る
貯
蓄
率
～
（
均
衡
貯
蓄
率
と
称
す
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
新
規
追
加
部
分
に
関
す
る
現
実
資
本
係
数
Ｃ
が
、
資
本
家
が
正

常
と
考
え
る
資
本
係
数
（
必
要
資
本
係
数
ｑ
）
で
あ
る
こ
と
、
の
三
条
件
で
あ
る
。
こ
の
三
条
件
を
充
す
現
実
成
長
率
Ｇ
は

　
　
　
　
Ｏ
§
１
１
～
＼
Ｐ
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
す
な
わ
ち
保
証
成
長
率
～
と
し
て
唯
一
に
決
ま
る
。
こ
こ
で
ゆ
で
は
、
生
産
能
力
と
生
産
量
に
っ
い
て
新
観
追
加
部
分
が
次
期

に
於
て
ら
と
い
う
均
衡
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
す
に
留
ま
る
が
、
資
本
家
的
均
衡
状
態
で
あ
る
た
め
に
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い



て
新
規
追
加
分
に
留
ま
ら
ず
現
存
量
に
お
い
て
も
ら
と
い
う
均
衡
値
に
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
の
均
衡
条
件
も
充
ギ

れ
て
い
る
経
路
を
均
衝
成
長
経
路
と
呼
ぶ
。
ゆ
が
均
衡
成
長
経
賂
を
表
現
す
る
上
で
も
っ
こ
の
弱
点
は
次
の
よ
う
に
扱
え
ぼ
補
た
う

こ
と
が
で
き
る
。
○
り
の
変
形
の
仕
方
を
変
え
て

　
　
　
　
ト
ー
く
ｈ

　
　
　
　
丙
　
　
『

　
　
　
　
灼
１
１
く
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

と
す
れ
ば
、
ゆ
で
の
０
は
現
存
量
に
お
げ
る
現
実
資
本
係
数
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
資
本
家
的
三
均
衡
条
件
を
充
す
均
衡
蓄
積

率
＆
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
筆
１
１
♂
＼
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
伽
一

と
な
る
。
無
論
、
均
衡
経
路
上
で
は
ｏ
§
”
筆
で
あ
る
。

　
次
に
、
曽
胃
Ｈ
ａ
の
旧
著
弓
ｏ
考
胃
茅
ｎ
２
〕
に
対
す
る
ｏ
ｏ
・
ヒ
¢
窒
邑
撃
〔
３
〕
の
批
判
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
動
学
的
均
衡
状

態
を
考
え
る
場
合
、
上
述
の
資
本
家
的
三
均
衡
条
件
が
今
期
満
た
さ
れ
た
と
し
て
、
　
「
同
じ
仕
方
で
事
態
を
継
続
さ
せ
る
」
と
は
、

次
期
の
設
備
投
資
態
度
に
っ
い
て
、
今
期
と
同
じ
絶
対
量
で
増
加
さ
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
同
じ
増
加
率
か
、
他
の
何
か
か
、
と
い

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１

う
問
題
で
あ
る
。
投
資
態
度
に
関
す
る
資
本
家
的
均
衡
態
度
に
つ
い
て
先
験
的
に
は
い
え
な
い
が
、
伺
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

均
衡
条
件
が
次
期
以
後
も
満
た
さ
れ
続
け
る
為
に
は
、
す
な
わ
ち
均
衡
経
賂
が
持
続
す
る
為
に
は
＆
の
蓄
積
率
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

従
っ
て
均
衡
経
路
の
安
定
性
を
検
討
す
る
為
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
均
衡
条
件
が
満
さ
れ
た
場
合
に
は
資
本
家
が
毎
期
＆
の

率
で
投
資
を
増
加
さ
せ
る
、
と
想
定
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
注
１
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
の
Ｈ
申
◎
庄
易
昌
の
項
を
参
照
。

　
　
　
串
弩
昌
｛
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
七
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
七
〇
二
）

　
さ
て
均
衡
経
路
の
不
安
定
性
原
理
の
説
明
に
入
る
。
の
、
ゆ
よ
り

　
　
　
　
、
ｏ
Ｖ
ｏ
§
１
↓
吻
Ｖ
ど
ミ
ｏ
〈
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

と
な
る
。
ま
ず
吻
Ｖ
ど
の
場
合
・
貯
蓄
主
体
は
個
人
か
企
業
で
あ
り
、
個
人
の
場
合
に
１
は
、
現
実
の
貯
蓄
率
が
望
ま
し
い
水
準
を

上
回
一
て
言
・
こ
の
場
合
消
費
需
要
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
ら
・
は
一
層
上
昇
す
る
。
又
企
業
の
場
合
、
意
図
せ

ざ
る
貯
蓄
（
１
１
利
潤
）
増
に
対
し
て
、
配
当
を
増
加
さ
せ
れ
ば
個
人
消
費
と
同
じ
効
果
を
生
み
、
投
資
率
を
増
加
さ
せ
て
も
投
資
需
要

増
と
な
一
て
Ｇ
を
一
層
上
昇
さ
せ
る
。
次
に
Ｏ
〈
Ｐ
の
場
合
、
望
ま
し
い
設
備
量
よ
り
現
実
の
設
備
量
が
不
足
し
て
い
る
一
稼
動

率
上
昇
一
の
だ
か
ら
企
業
は
設
桝
警
率
を
均
衡
水
準
の
そ
れ
よ
り
一
層
増
加
さ
せ
、
・
を
一
層
増
大
さ
せ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
ｓ
と
Ｃ
の
双
方
に
関
す
る
経
済
主
体
の
行
動
の
仕
方
か
ら
均
衡
経
賂
は
不
安
定
と
な
る
。

　
さ
て
不
均
衡
過
程
に
突
入
す
る
と
不
均
衡
は
累
積
し
て
ゆ
く
が
、
上
方
過
程
の
場
合
に
は
完
全
雇
用
の
壁
に
よ
っ
て
中
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
・
下
方
過
程
の
反
転
を
説
明
す
る
奮
は
、
均
衡
状
態
に
対
応
す
る
零
保
鷹
長
率
～
に
対
し
て
、
「
好
況
、
不
況

の
影
響
で
～
が
変
化
」
す
る
点
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
た
い
。
す
な
わ
ち
、
不
況
過
程
に
お
い
て
、
個
人
の
場
合
に
は
従
来
か
ら
の

消
費
水
準
の
削
減
に
対
す
る
低
抗
に
よ
っ
て
、
企
業
の
場
合
は
内
部
留
保
を
削
減
さ
蛙
ざ
る
を
得
な
い
点
な
ど
か
ら
、
　
～
を
低
下

さ
せ
ざ
る
を
得
ず
・
従
っ
て
徐
床
保
証
成
長
率
鵬
が
下
落
し
、
不
況
の
深
化
と
共
に
、
そ
れ
が
Ｇ
以
下
と
な
る
点
が
生
じ
る
事

に
よ
っ
て
上
方
へ
の
反
転
が
説
明
さ
れ
る
。

　
第
二
に
長
期
不
安
定
性
に
関
す
る
間
題
が
扱
か
わ
れ
る
。

　
目
彗
き
ｐ
は
資
本
制
の
運
動
を
長
期
的
に
制
約
す
る
条
件
と
し
て
自
然
成
長
率
ら
を
考
え
る
。
ら
と
は
、
「
潜
在
的
成
長
能
力

に
対
応
す
る
成
長
率
」
、
　
「
杜
会
的
に
最
適
な
成
長
率
」
、
　
「
諸
制
約
条
件
の
も
と
に
お
い
て
達
成
可
能
な
最
大
の
財
．
サ
ー
ビ
ス
生



産
の
成
長
率
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
９
川
峡
璽
＞
口
遠
旨
栂
ミ
十
峡
璽
貯
蹄
ト
車
栂
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
注
２

で
定
義
さ
れ
る
。

　
　
注
２
　
こ
こ
で
目
胃
８
ｑ
の
定
義
し
た
叫
と
、
現
実
の
資
本
家
に
。
と
っ
て
潜
在
的
に
達
成
可
能
な
最
大
の
成
長
率
と
は
全
く
別
概
念
で
あ
る

　
　
　
　
こ
と
に
注
意
。
両
者
の
差
は
、
　
ハ
ロ
ヅ
ド
に
お
げ
る
成
長
の
諾
制
約
条
件
（
た
と
え
ぱ
労
働
条
件
の
改
善
、
環
境
保
護
、
都
市
再
開
発

　
　
　
　
雀
）
を
現
実
の
資
本
家
が
市
場
を
媒
介
に
、
あ
る
い
は
杜
会
的
規
制
に
よ
り
、
１
ど
の
程
度
制
約
と
評
価
し
実
行
す
る
か
、
せ
ざ
る
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯

　
　
　
　
い
か
、
に
依
存
す
る
。
以
下
で
は
現
実
の
成
長
経
路
を
間
題
に
、
す
る
の
だ
か
ら
、
Ｇ
と
は
資
本
家
的
な
Ｇ
の
意
味
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
最
適
成
長
率
ｑ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
適
貯
蓄
率
％
が

　
　
　
　
８
１
ｌ
Ｏ
ｓ
・
Ｏ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
。
一

と
し
て
決
定
さ
れ
る
。
穴
¢
壱
窃
は
あ
る
一
時
点
に
於
る
完
全
雇
用
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
政
策
を
提
示
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て

目
弩
昌
ｐ
が
、
穴
¢
着
窃
的
政
策
だ
げ
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
長
期
的
観
点
か
ら
す
る
政
策
課
題
が
重
要
で
あ
る
、
と
強
調
す
る
の

は
、
倒
で
決
ま
る
～
が
、
資
本
制
に
お
け
る
各
経
済
主
体
に
よ
っ
て
私
的
に
決
定
さ
れ
た
合
成
結
果
で
あ
る
～
と
一
致
す
る
必

然
性
が
全
く
存
在
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
長
期
的
性
格
を
帯
び
た
諾
矛
盾
が
発
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
～
と
Ｇ
と
の
関
係
に
よ
っ
て
景
気
循
環
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
～
と
ら
と
の
関
係

に
よ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
景
気
循
環
を
含
む
長
期
に
お
い
て
、
不
況
が
よ
り
支
配
的
な
傾
向
と
な
る
か
（
長
期
停
滞
）
、
そ
れ
と
も

逆
か
（
イ
ソ
フ
レ
基
調
）
、
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
図
１
に
お
い
て
は
ど
Ｖ
吻
ｓ
３
Ｖ
Ｐ
の
場
合
で
あ
り
、
Ｇ
が
～
よ
り
上
方
に
乖
離
し
た
好
況
過
程
も
ｑ
の

壁
に
制
約
さ
れ
、
や
が
て
～
に
凌
駕
さ
れ
、
現
実
資
本
係
数
０
が
上
昇
し
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
数
と
し
て
の
設
備
稼
動
率
６

　
　
　
｝
彗
８
ｑ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
七
〇
三
）



Ｇ
∞

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

犯
ブ

Ｙ

の合場の
動

％
運

＞
期

～
長

－図

の合場の
動

％
運

＜
期

～
長

２図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
七
〇
四
）

が
正
常
水
準
以
下
に
低
下
し
不
況
に
突
入
せ
ざ
る
を
得
ず
、
更

に
、
Ｇ
が
再
び
浮
上
し
て
来
て
も
完
全
雇
用
の
壁
に
制
約
さ

れ
て
稼
動
率
は
正
常
水
準
に
、
到
達
し
え
ず
、
不
況
が
慢
性
化
す

　
　
　
　
　
注
３

る
こ
と
に
な
る
。
図
２
に
お
い
て
は
逆
に
ぎ
く
ぎ
Ｏ
ミ
〈
Ｐ

で
あ
る
の
で
、
Ｇ
が
完
全
雇
用
の
壁
に
制
約
さ
れ
る
時
点
で

は
設
備
は
過
度
稼
動
し
、
あ
る
い
は
現
実
貯
蓄
率
ｓ
が
～
を

上
廻
っ
て
お
り
、
設
備
、
消
費
へ
の
需
要
の
伸
び
は
強
ま
る
傾

向
に
あ
る
の
で
、
好
況
過
程
が
持
続
し
、
イ
ソ
フ
レ
が
支
配
的
な
局
面
と
な
る
。

　
　
注
３
　
こ
こ
で
の
記
号
は
次
の
と
お
り
。
産
出
係
数
ｑ
…
Ｈ
＼
Ｏ
二
Ｑ
ｌ
ー
く
Ｑ
川
貧
シ
～
…
Ｐ
＼
Ｏ

　
こ
れ
を
い
い
か
え
る
と
、
均
衡
貯
蓄
率
か
っ
設
備
の
正
常
稼
動
と
、
完
全
雇
用
と
の
矛
盾
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
吻
、
Ｖ
り
。
の
場

合
に
は
、
前
二
者
が
後
者
の
制
約
に
１
よ
っ
て
実
現
不
可
能
と
な
り
、
♂
〈
♂
の
場
合
に
は
、
後
者
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
前
二

者
の
均
衡
条
件
を
充
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

三
　
貯
蓄
率
に
よ
る
調
整
可
能
性

　
目
彗
き
ｑ
の
長
期
不
安
定
性
が
生
じ
る
原
因
は
、
さ
し
あ
た
り
、
所
与
の
ｑ
に
対
し
て
、
内
生
変
数
と
し
て
の
～
と
ら
が

～
を
ら
に
等
し
く
さ
せ
る
よ
う
に
調
整
的
に
変
化
し
た
い
点
に
求
め
ら
れ
る
。
新
古
典
派
は
、
ら
に
対
す
る
利
子
率
の
調
整
的

な
変
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想
定
し
て
長
期
成
長
論
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
｝
彗
８
｛
の
批
判
点
は
、
ら
は
理
論
的
に
は
長
期



利
子
率
の
影
響
を
受
げ
る
が
短
期
利
子
率
に
は
反
応
し
な
い
、
実
際
的
に
は
ｑ
は
利
子
率
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
げ
ず
・
技
術
革

新
の
型
や
相
対
価
格
（
す
な
わ
ち
実
質
賃
金
率
）
た
ど
に
よ
り
強
く
作
用
さ
れ
る
（
患
旨
＆
〔
Ｈ
〕
Ｐ
Ｈ
ミ
）
・
１
と
い
う
も
の
で
あ
砧
・
４

　
　
注
４
　
－
肉
。
匡
、
乙
。
。
目
〔
む
Ｐ
Ｈ
・
◎
・
は
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
利
潤
率
が
与
え
ら
れ
て
始
め
て
技
術
選
択
が
行
わ
れ
資
本
係
数

　
　
　
　
ｑ
が
決
ま
る
。
従
っ
て
目
、
、
、
◎
｛
が
単
一
の
～
を
主
張
す
る
背
景
に
は
利
潤
率
が
事
前
に
決
っ
て
い
る
、
と
い
う
仮
定
が
潜
む
、
と
。

　
　
　
　
串
、
、
、
。
｛
は
こ
の
点
を
完
結
さ
せ
る
為
に
、
ｑ
と
最
適
利
子
率
～
と
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
ｑ
三
者
の
完
結
し
た
決
定
体
系
を
与
え
よ

　
　
　
　
う
と
し
て
い
る
（
〔
Ｈ
〕
９
一
、
Ｐ
閉
）
。
曽
、
、
。
。
｛
の
体
系
は
技
術
選
択
に
よ
る
ｑ
　
の
決
定
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
実
質
賃
金
率
、
利
潤
率

　
　
　
　
の
概
念
を
導
入
し
て
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
他
方
－
射
。
巨
目
・
。
。
。
〔
４
〕
□
５
〕
や
字
嚢
巨
Ｒ
〔
６
〕
な
ど
は
蓄
積
率
９
に
よ
る
８
の
決
定
関
係
と
そ
れ
に
よ
る
調
整
可

能
性
を
問
題
に
し
て
き
た
。
本
項
で
は
こ
の
議
論
の
再
検
討
を
行
う
。

　
の
　
豪
着
霧

　
一
般
理
論
□
７
〕
で
は
貯
蓄
率
は
消
費
函
数
論
に
お
い
て
主
観
的
要
因
と
客
観
的
要
因
と
に
分
げ
て
論
じ
ら
れ
、
り
・
３
Ｖ
○
と
結

論
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
貯
蓄
率
、
の
水
準
を
決
定
す
る
客
観
的
要
因
の
中
に
所
得
分
配
の
仕
方
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
・
所
得
分

配
は
第
一
公
準
に
よ
つ
て
、
す
な
わ
ち
資
本
家
の
供
給
態
度
に
よ
一
て
与
え
ら
れ
奮
す
な
わ
員
一
Ｈ
曇
の
想
定
し
た
供
給
態
度

に
よ
れ
ぼ
、
雇
用
が
増
加
す
る
と
共
に
資
本
分
配
率
は
上
昇
し
、
従
っ
て
杜
会
全
体
の
貯
蓄
率
は
上
昇
す
る
（
吻
、
一
５
Ｖ
ｏ
）
こ
と
が
導

げ
る
。
従
っ
て
穴
。
く
目
。
。
。
は
貯
毒
率
の
決
定
に
つ
い
て
、
主
観
的
な
説
明
と
分
配
率
に
よ
る
説
明
と
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
注
５
　
置
塩
〔
８
〕
参
照
。

ｏ
　
｝
胃
昌
ｑ

曽
、
、
、
。
ｐ
は
弓
。
考
、
、
ｐ
の
〔
２
〕
・
向
§
。
邑
こ
Ｕ
Ｋ
§
邑
易
〔
１
〕
に
於
て
～
に
っ
い
て
の
「
へ
た
な
一
般
化
」
を
諌
め
つ
っ

　
　
　
｝
凹
、
、
。
｛
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
七
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
七
〇
六
）

「
民
問
の
自
主
的
選
択
一
を
強
調
し
た
。
患
冒
ａ
の
長
期
不
安
定
性
論
簑
い
て
は
、
・
が
ど
の
よ
う
に
決
婁
に
し
ろ
、
丁

度
之
等
し
く
さ
芸
よ
差
調
整
的
メ
カ
一
ズ
ム
は
存
在
し
た
い
点
が
重
蓋
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
に
よ
る
調
整
メ
カ

一
ズ
ム
を
論
じ
る
た
め
に
は
・
二
決
定
論
空
則
提
と
奮
ね
窪
ら
な
い
、
～
‘
の
決
看
っ
い
二
、
、
、
。
注
、
不
況
の
反
転

を
説
明
す
る
た
め
果
均
碧
淳
る
各
主
体
の
自
発
的
貯
蓄
態
度
の
規
定
蓄
と
そ
の
変
化
を
論
じ
て
い
る
が
、
目
、
、
、
。
暮
体

系
に
お
い
て
は
・
均
衡
状
態
は
二
重
の
意
味
で
不
安
定
で
あ
り
、
従
一
て
均
衡
状
態
の
方
が
寡
で
あ
り
、
不
均
衝
状
態
が
経
済
の

露
な
の
で
あ
る
か
ら
・
雰
霞
洪
註
露
貯
蓄
態
度
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
不
均
衡
状
態
に
淳
る
自
発
的
貯
蓄
態
度
に

っ
い
て
・
消
費
者
の
場
合
雪
嚢
の
主
観
的
蓄
が
、
企
業
の
場
合
実
現
利
潤
や
配
当
政
策
な
ど
が
作
用
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
・
消
薯
の
場
合
は
と
も
角
、
企
業
の
場
合
、
実
現
利
潤
は
客
観
的
奪
ク
ロ
全
体
の
事
情
で
決
ま
り
、
配
当
政
策
は
企
業
の

投
資
態
度
と
の
か
か
わ
り
で
論
暮
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更
に
経
済
全
体
の
貯
蓄
率
は
、
両
主
体
の
自
発
的
貯
蓄
率
に
よ
る
だ

げ
で
た
く
・
両
主
体
間
分
配
率
に
よ
一
て
差
右
さ
れ
る
。
加
え
て
霊
暮
乏
お
い
て
は
、
現
実
の
貯
蓄
率
が
何
に
よ
つ
て
決
定

さ
れ
る
か
も
明
瞭
で
た
い
。

　
３
）
　
穴
四
旨
◎
ｈ

　
（冒

き
は
貯
蓄
率
の
決
篭
つ
い
て
、
各
主
体
の
貯
蓄
態
度
を
間
題
に
し
た
が
、
墨
｛
。
、
一
６
一
等
貧
。
・
。
一
、
内
。
・
目
。
。
。
一
四
、
は
、

各
主
体
の
主
観
に
も
か
か
か
る
貯
蓄
態
度
は
所
与
で
一
定
と
仮
モ
、
両
者
問
の
分
配
関
係
の
客
観
的
規
定
蓄
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
杜
会
全
体
の
貯
蓄
率
の
決
定
を
論
じ
た
。

労
働
者
と
資
本
家
の
所
得
を
そ
れ
ぞ
れ
ｗ
、
冗
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
の
貯
蓄
率
を
吻
・
り
二
。
。
ｖ
吻
・
一
と
す
る
と
、
需
給

一
致
条
件
と
、
所
得
、
貯
蓄
の
定
義
か
ら



　
　
　
　
Ｈ
”
吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｈ
一
、

　
　
　
　
Ｈ
１
ー
ミ
十
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
り
一

　
　
　
　
吻
１
１
串
司
十
ぎ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

と
な
る
。
こ
れ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
－
詞
　
　
一
　
ト
ー
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

　
　
　
　
套
Ｉ
Ｈ
ｌ
１
串
－
８
、
　
阜
１
８

　
　
　
　
７
（
阜
よ
§
）
奪
十
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
艮

を
得
る
。
従
っ
て
貯
蓄
率
８
は
資
本
分
配
率
〃
の
増
加
函
数
で
あ
り
、
〃
は
投
資
率
（
く
『
）
の
増
加
函
数
で
あ
る
か
ら
、
ｓ
も

投
資
率
の
増
加
函
数
と
な
る
。

　
甘
に
お
い
て
ヱ
が
独
立
変
数
で
あ
り
８
を
決
定
す
る
、
と
い
う
の
が
豪
着
轟
の
根
本
命
題
で
あ
る
が
、
寮
民
ｏ
二
６
〕
に
よ

れ
ぼ
、
穴
ｏ
着
霧
は
短
期
の
雇
用
・
所
得
を
決
定
す
る
為
に
ー
～
を
用
い
た
が
、
○
ｏ
は
長
期
に
お
け
る
分
配
率
を
決
定
す
る
た
め
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
に
ー
お
い
て
は
完
全
雇
用
Ｎ
が
成
立
し
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
　
Ｈ
１
１
“
で
一
定
と

な
る
か
ら
、
何
、
．
胸
に
お
い
て
１
が
決
ま
れ
ぼ
侮
、
ｓ
が
決
ま
る
。
又
、
完
全
雇
用
が
持
続
す
る
た
め
に
は
貯
蓄
率
が
倒
の
～
で

な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
〃
の
調
整
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
～
は
ｑ
と
独
立
で
は
た
く
、
葭
胃
８
ｐ
の
～

と
～
と
の
寒
吋
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
｝
嵐
冒
＆
の
間
題
と
は
ｑ
と
Ｇ
と
の
間
題
（
１
ｅ
、
景
気
循
環
）
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

　
穴
”
巨
冒
が
先
進
資
本
主
義
国
で
は
完
全
展
用
が
ほ
ぽ
長
期
的
に
は
実
現
さ
れ
る
と
み
て
よ
い
、
あ
る
い
は
ら
で
成
長
す
る
、

と
考
え
る
理
由
は
、
そ
れ
ら
の
諾
国
で
は
、
実
質
賃
金
率
の
下
限
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
〃
の
上
限
と
、
資
本
の
最
低
要
求
利
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

率
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
〃
の
下
限
と
の
問
に
一
定
の
正
の
巾
が
存
在
し
得
、
従
っ
て
ら
に
ー
対
応
す
る
〃
の
値
が
そ
の
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
｝
胃
昌
ｐ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
七
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
七
〇
八
）

の
中
に
存
在
し
う
る
か
ら
、
ど
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ら
が
労
資
の
要
求
に
よ
っ
．
て
許
容
さ
れ
る
巾
に
入
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
長
期
的
に
経
済
が
ｑ
で
成
長
す
る

た
め
の
必
要
条
件
に
す
ぎ
た
い
。
曽
弩
昌
ｐ
が
～
を
先
験
的
に
与
え
た
の
に
ー
対
し
て
、
内
｝
崖
冥
は
〃
に
よ
る
８
の
調
整
、
従
っ

て
～
の
ら
へ
の
従
属
を
考
え
た
が
、
〃
は
投
資
１
〃
蓄
積
率
ｇ
に
依
存
し
、
ｇ
の
変
動
は
景
気
循
環
を
引
起
こ
す
か
ら
、

〔
｝
巨
冒
の
主
張
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
景
気
循
環
論
の
完
成
と
、
複
数
の
景
気
循
環
の
合
成
結
果
と
し
て
の
長
期
運
動
論
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。

　
灸
期
的
に
も
完
全
雇
用
あ
る
い
は
失
業
率
一
定
は
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
論
証
さ
れ
る
べ
き
と
す
れ
ば
、
完
全
雇
用
の
前
提

　
／（

ｙ
）
を
は
ず
し
た
宍
ゆ
ｄ
冒
の
貯
蓄
率
決
定
論
は
不
決
定
と
た
り
、
無
論
均
衡
貯
蓄
率
～
も
決
ま
ら
な
い
。

　
４
　
射
◎
一
Ｕ
－
■
◎
ｏ
◎
づ

　
（

　
内
四
冨
員
が
完
全
雇
用
を
仮
定
し
た
の
に
対
し
て
射
◎
艘
易
８
〔
４
〕
は
均
衡
状
態
を
仮
定
す
る
。
内
◎
９
易
９
の
均
衡
状
態
と
は
、

需
給
一
致
、
正
常
稼
動
、
期
待
利
潤
率
の
実
現
と
い
う
三
条
件
が
成
立
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
呵
を
資
本
量
Ｋ
で
割
っ
て
変
形
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
奪
１
－
　
　
　
　
廼
＆
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
吻
司
１
り
§
　
　
　
　
　
　
吻
司
１
り
§

　
　
　
　
、
１
ｌ
　
Ｈ
　
叩
－
ｒ
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏

　
　
　
　
　
　
り
、
１
り
§
　
　
　
　
吻
ミ
ー
吻
§

と
な
る
。
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
サ
ー
－
Ｈ
だ
か
ら
、
９
が
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
に
１
）
奪
二
が
決
ま
る
こ

と
に
な
る
。



　
岬
で
軸
１
ｌ
Ｈ
と
す
れ
ぼ
、
所
与
の
９
に
起
因
す
る
プ
が
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ブ
が
誘
発
す
る
９
は
所
与
の
９
に
一
致
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
プ
と
そ
れ
が
誘
発
す
る
ｇ
と
の
関
係
は
企
業
の
竃
ぎ
肖
。
・
口
ま
の
状
態
に
依
存
し
、
白
ら
の
生
み
だ
す
利

潤
率
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
蓄
積
率
（
望
ま
し
い
蓄
積
率
馳
）
が
存
在
す
る
。
＆
の
持
続
す
る
状
態
が
内
。
巨
箏
の
。
、
の
均
衡
状
態

で
あ
る
。
内
◎
ｇ
易
昌
は
こ
う
し
て
決
ま
る
讐
（
１
↓
ぐ
）
が
ら
と
一
致
す
れ
ぱ
ｏ
ｏ
巨
彗
声
・
・
、
・
乖
離
す
れ
ば
、
Ｈ
ぎ
口
箏
囚

Ｏ
◎
ｄ
竃
声
ｏ
ｑ
ｏ
（
讐
く
Ｐ
）
一
旨
の
Ｒ
叫
巨
＆
○
ｏ
巨
９
ト
簿
（
讐
Ｖ
Ｐ
）
等
々
と
均
衡
状
態
を
分
類
し
て
い
る
。

　
内
◎
巨
易
昌
の
議
論
の
メ
リ
ヅ
ト
は
、
均
衡
蓄
積
率
幻
が
資
本
の
投
資
へ
の
要
求
利
潤
率
態
度
と
整
合
的
に
・
定
義
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
又
そ
の
蓄
積
率
に
、
よ
っ
て
貯
蓄
率
が
内
在
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
難
点
と
し
て
、
第
一
に
均
衡
状
態
に
お
い
て
資
本
の
要
求
利
潤
態
度
が
、
新
設
備
の
導
入
（
投
資
態
度
）
１
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て

い
る
が
・
既
存
設
備
の
稼
動
率
決
定
（
供
給
態
度
）
と
の
関
係
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
正
常
稼
動
が
前
提
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
の
結
果
一
た
と
え
ぼ
彗
ぎ
邑
名
巨
け
が
非
常
に
弱
く
、
　
ブ
と
ｇ
と
の
整
合
的
な
関
係
が
低
水
準
に
落
着
い
た
時
、
果
し
て

そ
の
低
い
プ
で
現
存
設
備
の
正
常
稼
動
が
実
現
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
新
設
備
に
対
す
る
要
求
利
潤
率
水
準
と
現
存
設
備
の
稼

動
に
対
す
る
そ
れ
と
の
問
に
寒
ト
が
存
在
す
る
状
態
を
均
衡
と
い
え
る
の
か
、
又
そ
れ
は
持
続
可
能
か
、
と
い
う
間
題
が
生
じ
る
。

難
点
の
第
二
は
、
内
◎
巨
易
ｇ
に
お
い
て
は
不
均
歓
状
態
の
分
析
が
副
次
的
に
留
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
第
一
点
と
も

関
連
す
る
が
、
不
均
衡
状
態
に
１
お
い
て
９
が
与
え
ら
れ
た
時
岬
だ
げ
で
は
７
，
６
は
不
決
定
と
た
り
、
内
。
｝
一
。
の
に
・
お
げ
る
よ
う

に
資
本
の
供
給
態
度
の
導
入
が
必
要
と
さ
れ
る
。
又
＆
と
ｑ
と
の
灼
急
が
生
じ
た
場
合
で
も
。
、
乙
。
。
耳
。
。
。
ｏ
。
、
の
分
類
に
終
り
、

目
弩
昌
Ｐ
の
よ
う
た
短
期
不
安
定
性
の
間
題
と
の
絡
み
に
お
け
る
長
期
不
安
定
性
論
の
検
討
は
な
さ
れ
ず
、
従
っ
て
不
均
街
状
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
６

お
げ
る
両
者
の
寒
吋
の
調
整
間
題
を
扱
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
目
彗
昌
ｐ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
七
〇
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

注
６
　
射
◎
巨
易
冒
の
呂
◎
亭
－
で
は
、
～
と
馳
と
の
調
整
問
題
は
、

　
　
に
対
す
る
○
■
に
よ
る
調
整
問
題
と
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
七
一
〇
）

刎
Ｇ
に
対
す
る
彗
昌
竺
ｏ
ｏ
旦
ま
に
よ
る
、
あ
る
い
は
彗
｛
昌
竺
。
。
貝
ユ
け

　
向
　
置
　
塩

　
置
塩
〔
８
〕
、
〔
９
〕
は
、
寮
壱
霧
が
一
方
で
企
業
の
供
給
態
度
（
第
一
公
準
）
を
強
調
し
つ
つ
実
際
に
は
主
観
的
な
消
費
関
数
に

よ
る
説
明
に
よ
っ
て
あ
い
ま
い
に
さ
せ
た
貯
蓄
率
決
定
に
関
す
る
不
徹
底
性
を
指
摘
し
た
。
す
次
わ
ち
、
内
昌
罵
乙
。
の
総
供
給
関
数

と
は
、
あ
る
一
定
量
の
雇
用
す
た
わ
ち
設
備
の
稼
動
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
よ
る
生
産
物
が
“
（
宅
）
だ
げ
の
賃
金
単

位
で
測
っ
た
価
額
で
売
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
企
業
の
供
給
態
度
を
意
味
す
る
の
だ
か
ら
、
蝸
で
こ
れ
を
い
い
か
え
れ
ば
、

６
に
あ
る
一
定
値
を
と
ら
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
利
潤
率
ブ
あ
る
い
は
分
配
率
〃
が
あ
る
一
定
水
準
に
た
げ
れ
ば

た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
助
１
１
只
、
）
一
　
～
、
Ｖ
〇
一
　
只
、
、
）
Ｈ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
～
１
１
只
套
）
一
～
、
Ｖ
◎
一
　
只
套
詐
）
１
－
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

と
な
り
、
正
常
稼
動
（
、
１
ｌ
Ｈ
）
の
持
続
す
る
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
７
、
〃
は
そ
の
均
衡
値
〆
、
．
〃
を
と
ら
ね
ば
た
ら
た
い
。

こ
こ
で

　
　
　
　
、
１
１
司
＼
宗
１
１
套
＆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

で
あ
る
か
ら
、
資
本
の
供
給
態
度
を
陶
、
的
の
い
ず
れ
と
想
定
し
て
も
胸
を
考
慮
す
れ
ば
、
ブ
、
〃
、
ｓ
の
間
に
一
義
的
な
決
定
関

係
の
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
｝
胃
８
｛
は
、
均
衡
に
お
い
て
各
主
体
に
よ
る
自
発
的
な
杜
会
的
貯
蓄
率
～
が
一
義
的
に
存
在

す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
客
観
的
な
意
味
は
、
各
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の
自
発
的
な
「
均
衡
」
貯
蓄
率
が
存
在
す
る
、
と
い
う



に
留
ま
ら
ず
、
正
常
稼
動
に
対
応
す
る
資
本
の
供
給
態
度
（
↓
分
配
率
）
に
。
規
定
さ
れ
た
貯
蓄
率
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
７

従
っ
て
保
証
成
長
率
＆
は
岬
に
お
い
て
、
～
１
－
ピ
、
１
１
、
、
と
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
決
め
ら
加
、
無
論
ら
と
一
致
す
る
保
証
は
な
く
、

曽
胃
昌
ｐ
の
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合
、
～
に
よ
る
ｑ
と
の
調
整
可
能
性
の
問
題
は
、
資
本
の
供
給
態
度
が
景
気
循
環
を
通

し
て
適
合
的
に
。
・
巨
津
す
る
か
ど
う
か
、
に
依
存
す
る
こ
と
に
１
な
る
。

　
　
注
７
　
こ
う
し
て
決
ま
る
駄
が
、
均
衡
状
態
に
お
げ
る
利
潤
率
に
誘
発
さ
れ
る
蓄
積
率
と
一
致
す
る
保
証
は
な
い
。
後
者
は
資
本
の
長
期
の

　
　
　
　
利
潤
予
想
を
規
定
す
る
客
観
的
な
蓄
積
条
件
あ
る
い
は
競
争
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
両
者
が
一
致
し
な
げ
れ
ぱ
均
衡
状
態
は
持
続

　
　
　
　
で
き
た
い
。

　
さ
て
、
資
本
の
供
給
態
度
と
し
て
¢
ｄ
を
想
定
す
れ
ば
、
口
争
よ
り

　
　
　
　
｛
一
・
札
８
恥
｝
、
千
一
千
州
§
一
＆
、
灼

　
　
　
　
　
．
晴
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏

と
な
る
。
胸
を
考
慮
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
　
音
　
　
汽

　
　
　
　
、
一
勿
、
・
的
、
一
川
音
．
膏
．
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
ｌ
１
　
　
　
内
　
　
雫
く
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ー
８
　
　
ｑ

と
た
り
・
籟
彗
８
ｐ
の
短
期
不
安
定
性
の
前
提
条
件
は
充
さ
れ
る
。
次
に
実
質
賃
金
率
Ｒ
と
貯
蓄
率
と
の
関
係
を
み
る
た
め
に
〃

を
変
彩
す
れ
ば

　
　
　
　
套
…
、
ｗ
ド
Ｈ
』
昨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
目
胃
８
｛
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
七
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
七
二
一
）

と
な
り
、
胸
、
¢
◎
よ
り
技
術
的
条
件
が
収
穫
逓
増
で
な
い
限
り

　
　
　
　
、
完

　
　
　
　
膏
く
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
不
況
過
程
で
は
資
本
の
要
求
が
軟
化
し
、
労
働
分
配
率
と
実
質
賃
金
率
が
上
昇
す
る
。

　
以
上
で
は
資
本
の
供
給
態
度
を
分
配
率
基
準
¢
◎
で
考
え
た
が
、
利
潤
率
基
準
陶
の
方
が
資
本
家
の
行
動
基
準
と
し
て
よ
り
合
理
的

な
の
で
胸
を
想
定
す
れ
ば
、
帥
よ
り

　
　
　
　
ロ
ー
～
（
シ
、
）
｝
寺
Ｈ
＆
音
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

と
な
り
、
音
、
寺
は
、
従
っ
て
茅
ミ
）
、
完
＼
寺
は
～
（
～
＼
）
〃
Ｈ
に
依
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
符
号
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、

～
（
シ
、
）
を
規
定
す
る
技
術
条
件
や
資
本
の
供
給
態
度
に
つ
い
て
ヨ
リ
厳
密
に
論
じ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
い
。
そ
の
場
合
、
穴
ｏ
着
易
の
供

給
態
度
（
総
供
給
曲
線
）
は
、
技
術
条
件
～
収
穫
逓
減
、
競
争
条
件
～
完
全
競
争
、
行
動
基
準
～
短
期
利
潤
極
大
、
と
い
う
想
定
に
よ

っ
て
導
出
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
｝
賢
き
ｐ
の
長
期
不
安
定
性
が
間
題
と
な
る
の
は
寡
占
体
制
が
成
立
し
て
以
後
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
８

れ
る
の
で
、
寡
占
支
配
下
に
お
け
る
寡
占
企
業
の
供
給
態
度
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
注
８
　
最
近
の
勺
◎
。
。
一
．
内
¢
着
置
§
は
、
　
、
・
・
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
接
点
の
焦
点
と
し
て
こ
の
問
題
を
扱
い
つ
つ
あ
る
。
里
ｏ
巨
胃
印
内
８
ｏ
ｑ
９

　
　
　
〔
１
０
〕
、
拙
稿
〔
ｕ
〕

　
　
　
　
四
　
資
本
廃
棄
（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
毛
）
に
よ
る
調
整
可
能
性

　
前
項
で
は
、
ｑ
と
～
と
の
窒
、
か
ら
生
じ
る
長
期
不
安
定
性
の
問
題
に
対
し
て
、
貯
蓄
率
～
に
よ
る
、
～
を
媒
介
と
す
る
、

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
な
わ
ち
成
長
率
に
よ
る
調
整
可
能
性
を
検
討
し
て
き
た
。
本
項
で
は
、
自
然
成
長
経
路
（
島
経
路
）
と
保
証
成
長
経
路
（
～
経
路
）



　
　
　
　
、
　
　
　
、

と
の
問
の
水
準
（
レ
ベ
ル
）
に
よ
る
調
整
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
さ
て
、
自
然
成
長
経
賂
と
は
、
現
存
の
生
産
技
術
水
準
の
下
で
完
全
雇
用
を
維
持
し
続
け
る
時
の
生
産
能
力
の
運
動
経
路
を
意
味

す
る
が
、
こ
の
経
路
の
成
長
率
は
Ｐ
ｌ
Ｉ
§
十
ミ
で
あ
り
、
又
そ
の
レ
ベ
ル
は
労
働
供
給
量
と
労
働
生
産
性
の
水
準
に
よ
っ
て
一
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
注
８

的
に
決
定
さ
れ
、
資
本
存
在
量
Ｋ
と
は
独
立
で
あ
る
。

　
　
注
８
　
｝
胃
８
ｑ
〔
Ｈ
〕
り
』
・
。
・
参
照
。
現
存
の
生
産
技
術
水
準
は
資
本
呉
ｏ
鼻
に
体
化
さ
れ
て
始
め
て
現
実
の
生
産
能
力
と
な
る
が
、
～
経

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
路
は
潜
在
的
な
生
産
能
力
を
表
わ
す
の
で
、
潜
在
的
能
力
を
現
実
化
さ
せ
る
資
本
量
と
は
さ
し
あ
た
り
独
立
で
あ
る
。

　
他
方
、
保
証
成
長
経
路
と
は
、
現
存
資
本
乙
・
叶
◎
Ｏ
庁
を
正
常
に
稼
動
さ
せ
、
そ
の
生
産
物
が
完
全
販
売
さ
れ
、
均
衡
貯
蓄
率
～
が

実
現
さ
れ
る
時
の
生
産
物
の
寄
考
の
経
賂
を
示
し
、
そ
の
成
長
率
は
収
、
レ
ベ
ル
は
弧
で
あ
る
か
ら
、
レ
ベ
ル
が
現
存
資
本
存

在
量
Ｋ
に
依
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
Ｋ
は
現
実
成
長
経
賂
（
Ｇ
経
路
）
に
お
け
る
純
投
資
量
に
、
す
な
わ
ち
粗
投
資
と
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
注
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
廃
棄
量
（
０
っ
Ｏ
Ｓ
り
）
と
に
依
存
す
る
。
最
後
に
現
実
成
長
経
賂
の
成
長
率
Ｇ
は
吻
＆
十
、
レ

皿１Ｉ

の
路
合

経
場

三
の

の
Ｇ
肌

Ｇ
＞

　
カ
リ伽

Ｇ

Ｇ
，
関
冗
目

Ｇ
太
「

３図

｝
胃
昌
ｐ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て

ベ
ル
は
＆
声
で
あ
る
。

　
　
注
９
　
定
義
よ
り
、
、
Ｈ
＆
声
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
Ｏ
…
Ｋ
ｌ
Ｉ
～
十
丙
１
１
～
十
貫
～

　
　
　
　
と
た
る
。
こ
こ
で
く
は
成
長
率
を
表
わ
す
。

　
以
上
三
者
の
関
係
を
典
型
的
に
、
図
示
す
れ
ば
図
３
と
た
る
。
図
３
の
想
定
を
説
明
し
よ
う
。

ま
ず
ら
経
路
と
～
経
賂
と
に
つ
い
て
、
ｏ
§
Ｖ
Ｐ
の
場
合
を
想
定
し
て
い
る
が
、
水
準
自

体
は
常
に
ら
が
～
を
上
回
っ
て
い
る
理
由
は
、
現
実
経
路
が
不
況
に
突
入
す
る
中
で
資
本

　
　
　
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
七
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
；
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
七
一
四
）

廃
棄
を
集
中
的
に
行
う
（
負
の
純
投
資
）
と
想
定
し
て
お
り
、
従
っ
て
不
況
期
に
お
い
て
～
経
路
の
下
方
乙
・
巨
津
が
生
じ
る
か
ら
で

あ
る
。
　
～
経
路
と
Ｇ
経
路
と
は
共
に
資
本
存
在
量
Ｋ
に
，
そ
の
水
準
を
観
定
さ
れ
る
が
、
両
老
の
ち
が
い
は
、
前
者
は
正
常
稼

動
率
～
１
－
Ｈ
と
均
衡
貯
蓄
率
～
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
に
対
し
で
、
後
者
は
現
実
の
稼
動
率
６
と
そ
の
変
化
率
、
６
、
現
実
貯

蓄
率
ｓ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
前
項
で
の
検
討
よ
り

　
　
　
　
吻
州
ど
　
§
　
済
…
一

を
仮
定
す
る
と
、
景
気
の
各
局
面
に
お
げ
る
両
経
路
の
関
連
を
整
理
す
れ
ば
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
回
復
期
に
お
い
て
は
、
稼
動
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
１
よ
り
低
く
、
従
っ
て
ガ
も
～
よ
り
小
さ
く
、
～
経
賂
に
比
し
て
Ｇ
経
路
の
レ
ベ
ル
は
低
い

麟
　
　
　
が
・
遊
休
設
備
の
再
稼
動
一
一
・
・
一
に
よ
一
て
そ
の
増
加
率
＆
ポ
高
い
。
不
況
期
に
つ
い
て

．
軋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
す
べ
き
た
の
は
・
遊
休
設
備
が
発
生
し
、
増
加
し
っ
っ
あ
る
が
、
そ
の
際
遊
休
設
備
の
一
部

と路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ｃ
ｏ
Ｒ
書
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
結
果
～
経
路
を
下
方
乙
・
巨
津
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
Ｇ
経
路
が

経Ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
方
へ
低
下
す
る
場
合
は
、
設
備
の
遊
休
化
、
現
実
貯
蓄
率
の
低
下
に
加
え
て
遊
休
設
備
の
Ｏ
ｏ
ｏ
§
り

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１
０

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
下
方
多
豪
の
三
要
因
が
重
複
し
て
い
る
。

おに
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１
０
　
設
備
の
遊
休
と
ｃ
ｏ
Ｒ
昌
に
っ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
れ
ぱ
よ
い
。
需
給
一
致
条
件
Ｏ
Ｄ
等
に
お
げ

局の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
貯
蓄
率
は
純
貯
蓄
率
で
あ
る
が
粗
貯
蓄
率
％
、
粗
投
資
〃
、
現
存
資
本
量
に
対
す
る
設
備
廃
棄

気
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
を
９
と
す
る
と
、
需
給
一
致
条
件
と
定
義
よ
り
、

景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塙
１
ー
ざ
、

１

表
お
・
１
（
Ｈ
Ｉ
ｂ
）
卸
十
－
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
一
内
１
１
ざ
ｑ
～
１
、

動
運
１

＞
＜

＞
＞

く
＜

１期
復
回
１

期
況
好
皿

期
棚
皿



　
　
　
　
従
っ
て
、
蓄
積
率
が
負
の
場
合
で
も
廃
棄
率
が
そ
れ
を
上
回
れ
ぼ
粗
所
得
は
正
値
を
と
る
。
又
一
定
の
蓄
積
率
の
下
で
は
、
廃
棄
率
と

　
　
　
　
残
存
設
備
の
稼
動
率
と
は
対
抗
関
係
に
あ
る
。

　
さ
て
、
第
三
図
に
お
い
て
、
ぐ
Ｖ
♂
ぎ
Ｑ
§
Ｖ
９
を
想
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
経
路
が
短
期
的
不
安
定
性
を
貫

い
て
長
期
的
に
み
れ
ぼ
ほ
ぽ
～
曲
線
に
そ
っ
て
運
動
し
、
■
胃
８
ｐ
の
長
期
停
滞
が
生
じ
な
い
原
因
は
、
現
実
経
路
に
お
い
て
不

況
期
に
遊
休
設
備
を
集
中
的
に
廃
棄
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
～
経
路
自
体
を
ら
経
路
よ
り
下
方
に
。
・
巨
津
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
不
況
期
に
お
け
る
遊
休
設
備
の
集
中
的
廃
棄
に
よ
っ
て
遊
休
労
働
力
（
産
業
予
備
軍
）
を
集
中
的
に
創
出
さ
せ
、
次

の
好
況
期
を
一
定
期
問
持
続
さ
せ
る
労
働
力
の
条
件
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
峯
胃
内
□
お
〕
）
。

　
そ
こ
で
、
不
況
期
に
お
げ
る
遊
休
設
傭
の
集
中
的
廃
棄
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
動
せ
ず
、
遊
休
設
備
が
残
存
し
続
げ
る
場
合
を
想
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
。

　
路
路

叉
止

係
似Ｇ

のＰａｒ
阯つ

ス

か
一

↑
。
ケ

×
ゆ

～
釧則

え
ぱ
ー
、
皿
の
局
面
に
お
け
る
Ｇ
の
運
動
の
仕
方
を
論
じ
て
い
１
る
こ
と
に
た
る
。

投
資
態
度
は
稼
動
率
基
準
で
よ
い
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
残
る
。

目
彗
８
ｐ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て

　
こ
の
場
合
不
況
過
程
に
お
い
て
も
～
曲
線
は
下
方
。
・
巨
津
せ
ず
、
又
回
復
期
に
お
け
る
資

本
蓄
積
に
よ
っ
て
ｑ
経
賂
を
凌
駕
し
て
し
ま
い
、
曽
彗
Ｈ
ａ
の
考
え
た
停
滞
局
面
が
現
わ
れ

る
（
図
－
参
照
）
。
従
っ
て
現
実
経
賂
が
ら
経
路
の
壁
に
制
約
さ
れ
た
状
態
に
到
っ
て
も
稼
動

率
く
１
と
な
り
、
図
３
で
い
え
ぼ
景
気
の
回
復
局
面
に
し
か
達
し
て
お
ら
ず
、
曽
胃
８
ｐ
の
短

期
不
安
定
性
の
議
論
に
ょ
っ
て
好
況
局
面
を
み
な
い
ま
ま
再
び
不
況
局
面
に
沈
滞
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
ｕ

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
注
ｕ
　
曽
胃
；
ｏ
の
短
期
不
安
定
性
論
は
均
衡
経
略
の
不
安
定
性
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
、
図
３
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
復
局
面
（
１
）
に
お
け
る
Ｇ
経
路
の
上
昇
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
、
不
況
で
の
集
中
的
廃
棄
が
生
じ
た
い
場
合
に
は
、
回
復
局
面
に

　
　
　
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
七
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
七
一
六
）

　
　
　
　
お
け
る
有
効
需
要
の
回
復
に
よ
る
Ｇ
の
上
昇
は
遊
休
設
備
の
再
稼
動
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
必
ら
ず
し
も
粗
投
資
の
増
大
を
ひ
き
起
こ
さ

　
　
　
　
ず
、
従
っ
て
～
曲
線
の
上
昇
も
生
じ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
時
の
有
効
需
要
の
回
復
の
主
導
因
を
投
資
の
回
復
以
外

　
　
　
　
に
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。

　
そ
れ
で
は
遊
休
設
備
の
廃
棄
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
と
は
ど
う
か
。
ま
ず
完
全
競
争
状
態
を
想
定
し
、
個
別
企
業
に
と
っ
て
は
事
実
上
価

格
と
ｏ
８
二
賃
金
）
と
は
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
個
別
企
業
の
供
給
態
度
と
し
て
は
、
自
已
の
行
動
が
及
ぽ
す
与
件
の
変
化
は

無
視
し
う
る
と
考
え
る
か
ら
、
所
与
の
賃
金
・
価
格
関
係
の
下
で
所
有
工
場
設
備
が
正
の
粗
利
潤
を
獲
得
で
き
る
限
り
最
大
限
の
生

産
供
給
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
不
況
に
お
げ
る
総
需
要
減
に
対
応
し
た
総
供
給
減
を
私
的
な
個
別
資
本
に

強
制
す
る
た
め
に
は
、
私
的
な
基
準
か
ら
も
操
業
停
止
を
や
む
な
く
さ
せ
る
状
態
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
価
格
が
低
下
し
て
ゆ

く
中
で
コ
ス
ト
の
相
対
的
に
割
高
な
設
備
、
企
業
か
ら
順
次
操
業
停
止
↓
倒
産
と
い
う
形
で
供
給
減
を
実
現
す
る
方
法
に
よ
る
以
外

に
な
い
。
コ
ス
ト
に
比
し
て
の
価
格
の
下
落
と
は
実
質
賃
金
率
の
上
昇
を
意
味
す
る
。
以
上
ま
と
め
る
と
、
総
需
要
減
に
対
す
る
総

供
給
の
調
整
は
、
実
質
賃
金
率
の
上
昇
に
よ
る
相
対
的
に
劣
等
な
設
備
、
企
業
の
操
業
停
止
、
倒
産
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
総
需
要
の
収
縮
が
厳
し
い
程
実
質
賃
金
率
の
上
昇
も
大
き
く
、
従
っ
て
利
潤
率
の
低
下
巾
も
大
き
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
〃

配
率
、
貯
蓄
率
も
決
定
さ
れ
る
。

　
　
注
１
２
　
景
気
循
環
に
お
け
る
旧
設
備
の
廃
棄
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
っ
い
て
は
拙
稿
〔
ｕ
〕
参
照
。
個
別
資
本
の
、
・
・
ク
ロ
の
供
給
態
度
と
マ
ク
ロ
の
総

　
　
　
　
資
本
の
供
給
態
度
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
拙
稿
〔
１
２
〕
参
照
。

　
次
に
、
価
格
支
配
力
を
も
っ
た
協
調
的
な
寡
占
企
業
の
場
合
に
は
、
寡
占
ｏ
ｑ
さ
葛
に
よ
る
供
給
態
度
が
即
総
資
本
の
供
給
態
度

　
　
注
１
３

と
な
る
。

　
　
注
１
３
　
こ
こ
で
は
簡
単
化
の
た
め
、
寡
占
企
業
と
競
争
的
企
業
と
の
併
存
、
寡
占
企
業
問
、
寡
占
産
業
問
の
対
立
の
面
な
ど
は
捨
象
し
、
マ
ク



　
　
　
　
口
と
し
て
の
寡
占
の
二
兀
的
支
配
を
想
定
し
て
い
る
。
〔
１
２
〕
参
照
。

　
そ
の
場
合
、
総
需
要
減
に
対
す
る
総
供
給
減
の
実
現
の
仕
方
も
、
競
争
の
場
合
の
価
格
下
落
↓
実
質
賃
金
率
上
昇
↓
Ｃ
Ｏ
Ｒ
占
と
い

う
設
備
の
調
整
方
法
の
他
に
、
価
格
維
持
（
操
作
）
↓
減
産
（
す
な
わ
ち
現
行
賃
金
・
価
格
関
係
の
下
で
は
利
潤
獲
得
能
力
の
あ
る
設
備
の
強

制
的
遊
休
化
）
な
ど
も
実
現
可
能
と
な
る
。
競
争
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
減
産
に
伴
う
現
存
設
備
の
遊
休
化
の
場
合
、
遊
休
設
備
を

寡
占
企
業
が
廃
棄
す
る
必
要
性
と
動
機
は
著
し
く
弱
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
寡
占
企
業
の
場
合
、
低
コ
ス
ト
で
高
い
超
過
利
潤
を
獲
得

で
ぎ
る
最
新
設
備
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
更
に
独
占
価
格
の
設
定
に
よ
る
超
過
利
潤
な
ど
に
ー
よ
っ
て
遊
休
設
備
を
保

持
す
る
資
金
的
条
件
を
も
獲
得
し
て
お
り
、
又
現
遊
休
設
備
と
い
え
ど
も
現
行
価
格
体
系
の
下
で
粗
利
潤
を
獲
得
可
能
な
の
で
あ
り
、

従
っ
て
将
来
需
給
が
好
転
し
た
際
の
再
稼
動
の
た
め
そ
れ
を
保
有
す
る
と
い
う
政
策
を
と
る
事
は
十
分
現
実
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

寡
占
企
業
の
廃
棄
態
度
は
、
現
行
の
市
況
に
よ
る
強
制
よ
り
も
、
将
来
を
見
通
し
た
現
行
投
資
態
度
と
の
関
連
に
お
い
て
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
、
競
争
の
場
合
～
経
路
と
ら
経
路
と
の
胴
茗
を
不
況
に
１
お
げ
る
集
中
的
資
本
廃
棄
と
い
う
形
で
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
調
整
し
て
き
た
仕
方
が
、
寡
占
の
支
配
と
供
給
・
廃
棄
態
度
の
変
更
に
ょ
っ
て
機
能
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
た
り
う
名
。

五
　
小
　
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
本
稿
で
は
、
曽
賢
Ｈ
ａ
の
長
期
不
安
定
性
論
を
、
自
然
成
長
経
路
に
対
す
る
保
証
成
長
経
路
の
、
成
長
率
（
す
な
わ
ち
貯
蓄
率
）
と

、
　
　
　
、

水
準
（
す
た
わ
ち
資
本
廃
棄
）
と
に
よ
る
調
整
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
扱
か
い
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

　
総
資
本
の
供
給
態
度
は
、
正
常
稼
動
に
対
応
す
る
均
衡
貯
蓄
率
～
の
主
要
決
定
要
因
と
し
て
、
又
０
０
Ｒ
巷
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
あ

　
　
　
｝
彗
Ｈ
邑
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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七
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）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
七
一
八
）

り
方
に
ー
作
用
す
る
要
因
と
し
て
、
～
経
路
の
運
動
に
ー
影
響
を
及
ぼ
す
。
　
マ
ク
ロ
の
資
本
の
供
給
態
度
は
お
も
に
競
争
条
件
に
規
定

さ
れ
る
。
完
全
競
争
に
お
い
て
は
、
ミ
ク
ロ
の
供
給
態
度
の
無
政
府
的
な
合
成
結
果
と
し
て
マ
ク
ロ
の
供
給
態
度
が
決
ま
り
、
そ
の

結
果
定
ま
る
均
衡
貯
蓄
率
ｖ
が
ら
と
～
と
の
率
に
ょ
る
調
整
を
行
い
う
る
か
否
か
は
、
景
気
循
環
を
通
し
て
成
立
す
る
マ
ク

回
の
供
給
態
度
の
変
動
の
仕
方
に
依
存
す
る
。
両
者
の
レ
ベ
ル
に
よ
る
調
整
は
、
実
質
賃
金
率
の
運
動
に
規
定
さ
れ
る
０
っ
９
壱
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
次
に
１
協
調
的
寡
占
の
場
合
に
は
、
そ
の
価
格
管
理
政
策
（
供
給
態
度
）
に
よ
っ
て
、
均
衡
貯
蓄
率

　
　
　
、
　
　
　
、

～
は
直
接
操
作
さ
れ
、
又
そ
れ
に
よ
っ
て
競
争
状
態
に
お
げ
る
０
０
９
嵩
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
力
は
減
殺
さ
れ
、
０
っ
ｑ
老
は
投
資

政
策
と
連
動
し
長
期
的
観
点
か
ら
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寡
占
企
業
の
価
格
・
投
資
政
策
は
経
済
環
境
次
第
で
様
々
に
変
化
し

う
る
が
、
そ
の
組
合
せ
如
何
で
｝
彗
さ
ｐ
の
長
期
不
安
定
性
の
問
題
が
現
実
化
し
う
る
。

　
さ
て
本
稿
の
結
論
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
資
本
主
義
国
に
お
げ
る
寡
占
行
動
の
組
合
せ
の
場
合
に
１
生
じ
る
帰
結
を
簡
単
に
述
べ
る
。

　
高
成
長
か
ら
低
成
長
へ
の
軌
道
修
正
と
は
、
曽
。
・
賞
ａ
の
用
語
で
は
自
然
成
長
率
ｑ
の
低
落
、
従
っ
て
自
然
成
長
経
賂
の
下
方
屈

折
を
意
味
す
る
。
ｑ
の
低
落
と
は
、
投
資
環
境
の
悪
化
と
投
資
誘
因
ぴ
停
滞
を
意
味
し
、
寡
占
企
業
の
新
投
資
に
関
す
る
彗
ぎ
肖

召
巨
け
を
鈍
化
さ
せ
、
現
保
有
設
備
へ
の
０
っ
Ｒ
老
圧
力
を
弱
め
る
。
他
方
、
供
給
態
度
は
、
ら
の
低
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
下

以
前
の
水
準
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
従
っ
て
～
は
高
成
長
時
に
形
成
さ
れ
た
高
水
準
に
留
ま
り
（
新
価
格
体
系
へ
移
行
）
、

又
そ
の
態
度
が
現
有
設
備
を
保
持
さ
せ
る
資
金
的
条
件
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
経
済
は
、
保

証
成
長
経
路
の
率
、
レ
ベ
ル
の
双
方
の
理
由
か
ら
、
寓
翼
Ｈ
ａ
の
長
期
停
滞
局
面
に
突
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
た
る
。

　
　
　
　
参
考
文
献

　
　
（
１
）
　
｝
胃
８
♀
甲
ヌ
、
向
８
昌
邑
ｏ
Ｕ
く
§
邑
８
一
、
宕
べ
ｏ
。
・
『
経
済
動
学
』
、
宮
崎
訳
、
丸
善
。

　
　
（
２
）
　
｝
胃
８
♀
甲
句
・
一
、
↓
◎
考
弩
ま
凹
２
墨
邑
ｏ
冒
８
◎
昌
｛
易
一
、
Ｈ
漫
・
◎
・
『
動
態
経
済
学
序
説
』
。
高
橋
訳
、
有
斐
閣
。



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

≧
婁
彗
宗
■
Ｏ
○
二
。
峯
■
曽
胃
８
０
、
。
。
Ｏ
＜
量
邑
Ｏ
く
Ｏ
ｑ
９
、
一
向
８
昌
昌
ざ
Ｈ
◎
冒
墨
－
０
０
０
二
Ｈ
鵠
◎
．

寓
。
９
目
。
。
。
Ｐ
－
二
、
豪
。
。
～
壱
◎
。
向
８
昌
ま
ｏ
？
◎
茸
戸
、
『
経
済
成
長
論
』
、
山
田
訳
、
東
洋
経
済
。

勺
葦
易
昌
ニ
ニ
。
霊
§
Ｏ
き
・
こ
二
・
婁
一
。
向
８
昌
邑
二
・
員
邑
二
婁
．

冒
巨
・
■
戸
、
峯
§
註
毒
掌
８
壱
。
｛
Ｕ
琴
重
ぎ
Ｐ
、
向
§
・
邑
二
◎
冒
昌
一
二
嚢
．

穴
２
箏
ｏ
ｏ
◎
一
ト
峯
二
　
、
○
ｏ
箏
胃
巴
弓
ブ
８
ｑ
一
、
畠
ｏ
ｏ
ｐ

置
塩
信
雄
「
総
供
給
函
数
に
つ
い
て
」
「
神
戸
大
学
経
済
学
部
年
報
」
四
号
、
『
現
代
経
済
学
』
、
一
九
七
七
年
、
有
斐
閣
所
収
・

置
塩
信
雄
「
均
衡
経
賂
の
不
安
定
性
－
二
部
門
分
割
の
場
合
」
『
国
民
経
済
雑
誌
』
、
昭
和
四
二
年
五
月
、
『
現
代
経
済
学
』
所
収
・

里
。
｝
目
。
、
、
目
０
穴
、
、
閑
。
－
．
＞
箏
向
・
。
乙
。
、
Ｈ
．
ｂ
勺
易
７
奈
着
芝
彗
弓
ぎ
冒
ｋ
一
、
－
◎
毒
轟
一
◎
｛
向
０
９
◎
邑
Ｏ
量
Ｏ
曇
冒
９
－
。
・
．
岩
司

北
野
正
一
「
ヨ
算
、
・
。
。
く
。
ｑ
．
Ｈ
に
お
げ
る
曽
胃
昌
ｐ
的
不
安
定
性
」
『
六
甲
台
論
集
』
、
昭
和
四
八
年
一
月
。

北
野
正
一
「
寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
結
果
に
っ
い
て
」
『
立
命
館
経
済
学
』
、
一
九
七
五
年
六
月
。

峯
胃
〆
『
資
本
論
」
、
第
一
巻
二
三
章
。

｝
彗
昌
ｏ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て

（
北
野
）

八
五

（
七
一
九
）




